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’叩

｜
日
本
書
紀
の
傅
來
マ
」
諸
本
に
關
す
る
一
考
察

〆

。
■
■
戸
も

ｄ
ワ

榊
原
、
末
・

の

‐
、

は
し
が
き

我
が
開
胴
以
來
の
歴
史
を
記
し
て
六
國
史
の
首
を
な
し
、
叉
中
世
以
降
に
．
於
て
は
祁
典
と
し
て
古
事
記
、
醤
事
紀
と
並
び
稻
せ
ら
れ
た

日
本
書
紀
は
、
我
が
古
代
史
及
び
祁
這
研
究
上
に
不
可
銃
の
古
典
で
あ
る
事
は
今
更
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
古
典
を
諸
種
の
研
究
に
利
用
す

刈
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
る
は
そ
の
読
解
で
あ
る
。
而
し
て
本
書
の
古
席
本
を
み
る
に
、
既
に
平
安
朝
に
擬
て
乎
古
止
鮎
叉
は
假
名
鮎
の
附

会
．
●

せ
ら
れ
た
跡
が
窺
は
れ
、
叉
同
じ
時
代
に
朝
廷
に
於
て
本
書
を
講
じ
た
時
の
博
士
等
の
手
記
、
即
ち
私
記
の
現
存
す
る
の
を
始
め
、
中
世

以
降
の
罵
本
及
び
近
世
板
本
の
大
部
分
に
は
乎
古
止
鮎
或
は
假
名
黙
が
附
せ
ら
れ
、
そ
の
誰
輝
の
如
き
は
、
・
祁
代
巻
に
於
て
は
特
に
多
数

に
上
っ
て
ゐ
る
勺
然
る
に
こ
れ
ら
の
訓
鮎
は
既
に
中
世
前
期
に
於
て
數
説
あ
る
を
兎
れ
ず
圃
註
稗
に
至
っ
て
は
、
各
そ
の
諜
者
の
見
地
に

從
っ
て
放
る
多
岐
に
亘
っ
て
ゐ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
か
く
て
こ
れ
ら
の
訓
鮎
並
に
諸
註
を
検
討
し
て
、
域
も
安
岱
な
る
本
書
の
訓
法
と

》
解
輝
と
を
考
究
す
る
事
は
、
本
書
を
諸
種
の
研
究
に
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
必
要
で
あ
る
が
、
更
に
今
一
歩
を
遡
っ
て
老
へ
る
に
、
．

》

Ｐ

本
書
は
撰
進
以
來
千
一
一
百
有
餘
年
を
經
た
今
日
に
至
る
迄
、
或
は
榔
蛎
せ
ら
れ
、
或
は
板
行
せ
ら
れ
て
殆
ど
完
全
に
仰
は
っ
て
は
ゐ
る
が
、

現
存
す
る
古
篇
本
は
平
安
朝
の
も
の
は
催
に
十
欺
巻
に
過
ぎ
ず
、
全
一
千
巻
中
約
半
数
の
巻
為
は
中
世
以
降
の
も
の
Ａ
み
で
あ
る
、
而
し

て
こ
れ
ら
諸
本
に
は
韓
罵
の
間
に
於
け
る
魯
魚
烏
焉
の
談
も
少
く
な
い
事
は
、
諸
木
に
於
け
る
文
字
、
語
句
の
相
逹
の
妙
く
な
い
事
に
ょ

・
日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
關
す
る
一
考
察
．
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、１
１

、

日
本
番
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
祭
二

っ
て
も
窺
は
れ
る
．
か
く
老
へ
来
れ
ば
、
撰
進
後
千
年
以
上
淀
経
た
本
書
産
研
究
資
料
と
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
先
づ
本
文
、
訓
黙
、
註

β

稗
（
両
者
筵
合
せ
て
解
輝
と
呼
ぶ
事
も
出
来
る
と
思
ふ
）
に
亘
っ
て
本
書
そ
の
も
の
を
研
究
す
る
必
要
あ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
ｐ
か
上
る

雪
．
見
解
の
下
に
、
ゞ
私
は
先
づ
心
を
本
書
の
本
文
に
潜
め
る
に
至
っ
て
既
に
数
年
、
未
だ
古
嘉
本
に
直
接
接
す
る
機
會
に
は
殆
ど
悪
ま
れ
な
い

が
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
多
く
複
製
本
が
刊
行
せ
ら
れ
て
解
説
も
附
せ
ら
れ
、
又
撰
進
千
二
百
年
紀
念
日
本
書
紀
古
本
錐
影
・
日
本
書

紀
細
纂
千
二
百
年
記
念
展
観
台
目
鋒
（
京
都
）
が
あ
り
、
更
に
國
史
大
系
・
皇
學
叢
書
・
朝
日
新
聞
肚
版
六
國
史
等
に
牧
め
ら
れ
た
本
書

（
一
）

の
首
に
は
解
説
が
あ
り
、
又
宮
地
直
一
博
士
の
「
中
枇
に
於
け
る
古
傳
の
傅
來
」
と
い
ふ
御
研
究
等
い
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
大
略

の
考
察
を
進
め
て
来
た
。
今
こ
れ
迄
に
學
ぴ
得
た
結
果
を
柳
か
左
に
纏
め
て
御
批
判
を
仰
ぐ
事
と
す
る
。

■
・

詑
・
（
一
）
史
畢
雑
誌
五
一
の
二
・
三

⑨

Ｇ

一
一
般
古
典
の
傅
來

日
本
書
紀
の
傳
來
を
考
察
す
る
に
先
立
っ
て
一
般
古
典
の
仰
來
を
一
勝
す
る
事
と
す
る
。
古
典
と
は
宮
地
博
士
に
從
っ
て
記
紀
を
中
心

〃

と
し
て
そ
れ
に
古
語
拾
遺
と
醤
事
紀
逓
加
へ
て
呼
ぶ
事
と
し
凡
仰
來
と
い
ふ
語
は
、
同
博
士
は
利
刷
研
究
の
壯
態
と
い
ふ
意
義
に
川
ゐ
ら

、
れ
た
が
、
今
私
は
こ
の
語
を
寧
ろ
今
日
迄
供
亡
せ
す
し
て
仰
は
っ
て
來
た
状
態
と
い
ふ
狭
義
に
使
用
し
た
事
を
豫
め
お
断
り
し
て
お
く
。

●

先
づ
古
事
記
に
於
て
は
．
今
日
一
般
に
知
ら
れ
た
最
占
の
浦
不
腫
砺
寺
本
は
、
花
山
院
通
唯
卜
部
（
平
野
）
兼
文
．
一
條
家
。
大
中
臣
定

一
屯

世
等
の
手
症
經
て
中
世
小
期
に
借
賢
楡
が
蕊
し
た
本
で
、
こ
れ
に
つ
ぐ
伊
勢
本
及
び
伊
勢
一
本
と
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
本
は
捗
勢
度
會
郡
宇

治
郷
尾
崎
通
照
院
加
術
本
を
僧
忠
観
⑫
手
を
経
て
沙
蝿
道
鮮
及
び
金
剛
佛
子
春
輸
の
為
し
た
本
で
あ
る
。
更
に
之
に
つ
ぐ
前
川
侯
癖
家
藏

炉

’
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や

、

、

匙

水
は
卜
部
（
平
野
）
兼
、
氷
が
家
傳
本
を
扇
し
た
本
よ
り
出
で
、
拝
日
壯
家
祓
範
が
所
持
し
て
、
慶
長
年
間
に
同
人
が
勅
本
と
校
合
し
た
由
奥

、
、
書
に
兇
え
て
、
當
時
勅
本
と
濡
せ
ら
れ
る
本
が
あ
っ
た
事
が
窺
は
れ
る
。
又
伏
原
家
本
は
各
悲
頭
に
「
伏
原
」
と
い
ふ
印
が
あ
っ
て
鴬
寳
以
兎

來
清
原
。
船
橋
・
伏
原
諸
家
に
鱒
成
せ
ら
れ
た
由
で
あ
る
。
以
上
が
中
世
罵
本
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
近
世
刊
木
を
み
る
に
、
寛

・
氷
二
十
一
年
の
版
本
は
卜
部
家
系
統
の
本
に
基
く
と
云
は
れ
、
叉
伊
勢
外
宮
の
肚
家
庇
會
延
佳
が
校
訂
旧
版
し
た
木
が
あ
っ
て
、
園
學
勃
《

（
一
）
・

卿
〈
以
前
に
は
こ
の
剛
本
が
流
布
せ
ら
れ
た
。
叉
註
稗
は
中
世
前
期
に
於
て
卜
部
兼
文
の
古
事
記
裏
書
の
存
す
る
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

次
に
醤
事
紀
に
就
て
は
、
そ
の
書
名
は
醜
に
本
朝
垂
一
画
癖
目
録
帝
紀
の
背
に
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
古
篤
本
は
乏
し
い
曲
で
、
》
処
、
永

版
本
並
に
新
訂
増
袖
國
史
大
系
本
（
七
）
・
に
附
記
せ
ら
れ
た
蝋
害
に
よ
る
に
、
安
貞
二
年
卜
部
へ
一
や
野
）
兼
頼
書
罵
の
語
を
始
め
、
兼
文
。

飛
方
等
卜
部
（
平
野
）
家
の
人
だ
の
病
が
見
え
て
、
絶
に
大
永
年
間
４
部
（
平
野
）
兼
永
歌
屈
為
の
語
が
あ
る
。
新
大
系
本
に
他
の
奥
聿
圃
を

・
・
附
記
せ
ら
れ
な
い
の
は
、
少
く
と
も
そ
の
校
合
に
川
ゐ
た
諸
本
に
は
、
他
の
奥
書
（
近
世
の
は
別
と
し
て
）
は
な
か
っ
た
も
の
と
老
へ
ら

れ
る
。
こ
の
事
変
は
決
し
て
木
垂
、
の
重
ん
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
事
を
現
す
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
古
事
記
よ
り
も
正
ん
ぜ
ら
れ
た
時
代
の
あ

ず

》
る
事
は
宮
地
博
士
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
で
、
中
世
前
期
の
絡
頃
慈
遜
が
想
事
本
紀
玄
義
及
び
文
句
各
十
巻
を
箸
は
し
、
こ
れ
は
古
事
記
襄

普
の
如
く
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
な
い
事
は
、
こ
の
瑚
怖
を
物
語
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
・
近
世
刊
本
に
就
て
は
、
古
蕊
記
と
同
じ
く
寛

永
二
十
一
年
の
版
木
が
あ
り
、
巻
三
及
び
九
に
粂
頼
以
下
の
奥
諜
が
記
さ
れ
て
全
く
卜
部
家
の
本
に
よ
っ
た
華
が
知
ら
れ
、
（
古
事
記
寛

（
一
一
）

永
板
に
は
奥
菩
は
全
く
な
い
）
又
延
蜜
九
年
の
奥
聿
い
あ
る
度
會
延
佳
の
校
訂
本
が
あ
る
事
も
古
事
記
と
同
じ
で
あ
る
。

次
に
古
語
拾
遥
を
み
る
に
、
現
存
最
古
の
癒
本
は
嘉
嘩
元
年
卜
部
（
吉
田
）
粂
直
の
北
側
蔦
で
、
、
そ
の
原
本
は
左
京
大
夫
藤
原
長
倫
本
で
、

そ
の
奥
士
風
に
よ
っ
て
更
に
主
祁
頭
中
原
師
遠
本
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
、
叉
僻
川
時
吉
田
家
に
は
證
本
と
繕
す
る
本
が
あ
っ
た
事
が
窺
は

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察
三

ｊ

砠
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－
１

づ

Ｕ
Ｌ
Ｆ
１
１
§
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｐ
‐
ｎ
Ｕ
Ｉ
１
Ｉ
６
り
Ｌ
１
酉
咽
、 ・

も
日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閥
す
る
一
考
察
『
四

れ
る
・
こ
れ
に
つ
ぐ
年
代
の
明
ら
か
な
本
は
雁
仁
元
年
沓
尉
の
法
隆
寺
本
で
、
次
が
元
弘
四
年
の
奥
書
あ
る
金
澤
溌
名
寺
本
で
、
こ
の
本

“
は
略
同
じ
頃
書
篤
せ
ら
れ
た
他
の
稀
名
寺
本
二
極
と
共
に
前
田
侯
侭
家
の
所
藏
と
な
っ
て
ゐ
る
。
尚
文
明
篤
本
・
明
雌
馬
木
（
尾
張
徳
川

侯
爵
家
駕
藏
）
・
天
文
篇
本
等
が
あ
る
・
刊
木
で
は
奮
印
本
・
元
藤
四
年
の
所
謂
四
宮
本
等
が
あ
り
、
更
に
寛
政
三
年
日
下
部
勝
泉
の
校
勘

〃
ｐ
一

夕
一

本
が
あ
っ
て
群
蒋
熱
從
に
收
め
ら
れ
た
。
。
叉
註
樺
と
し
て
は
、
天
和
二
年
龍
熈
近
が
伊
勢
肺
庫
傳
來
の
本
に
よ
っ
て
言
餘
抄
を
著
は
し
、

〃
早
く
刊
行
せ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
原
書
と
同
じ
系
統
に
脇
す
る
金
澤
榊
名
寺
本
等
を
伊
勢
本
と
瀞
す
る
に
至
り
、
嘉
藤
元
年
錐
直
書
嘉
本

，
．
（
一
二
）

よ
り
出
で
た
四
宮
本
。
類
從
本
等
を
卜
部
木
と
稲
す
る
に
至
っ
た
。

柊
に
日
本
杵
紀
榊
代
巻
と
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
数
聚
國
史
並
に
日
本
紀
嬰
巻
一
・
二
に
就
て
附
記
す
れ
ば
、
石
清
水
八
幡
宮
所
職
類

ご
聚
國
史
巻
一
は
嘉
職
三
年
の
窟
本
で
、
清
家
本
に
よ
っ
て
蔦
し
た
事
が
奥
書
に
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
巻
二
は
現
存
せ
ざ
る
が
如
く
、

新
大
系
木
（
五
）
の
校
訂
文
に
も
そ
の
本
名
は
兇
岱
ら
な
い
。
又
日
本
紀
等
巻
一
・
こ
は
は
そ
の
傳
本
殆
ど
な
く
、
．
奈
良
興
砺
寺
一
乗
院

今
Ｇ

（
四
）
、

の
傳
本
は
、
嘉
元
四
年
劒
阿
書
為
の
日
本
書
紀
巻
一
・
二
と
全
く
同
系
統
木
で
、
そ
の
奥
書
を
や
が
て
巻
尾
に
記
し
て
ゐ
る
。
・

之
を
要
す
る
に
、
中
世
に
於
け
る
古
典
の
仰
來
は
、
前
期
に
於
て
は
祁
道
家
に
負
ふ
所
極
め
て
多
く
、
そ
の
柊
頃
よ
り
後
期
に
か
け
て

／

は
、
こ
れ
亦
祁
道
研
究
家
で
あ
っ
た
佛
者
の
手
に
移
っ
た
事
は
蝿
既
に
宮
地
博
士
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、

勺
マ

と
ニ

ト
部
家
の
人
女
が
始
絡
焼
ま
ざ
る
努
力
を
被
け
て
來
た
事
が
、
蝿
存
諸
本
に
鎧
る
奥
書
に
よ
っ
て
も
（
こ
れ
は
一
は
同
家
の
人
為
は
、
そ

〆

の
手
を
經
た
木
に
好
ん
で
奥
書
を
加
へ
た
事
に
も
よ
る
と
思
は
れ
る
が
、
）
充
分
に
窺
は
れ
る
と
思
ふ
。

》
註
（
一
）
古
典
保
存
倉
謹
製
眞
頑
寺
本
・
伊
勢
本
・
春
職
本
・
猪
熊
氏
蔵
本
各
古
事
記
及
び
祁
宮
文
郎
本
古
事
記
裏
書
、
並
に
寧
誕
閣
叢
刊
前
田
本
古
事
記

ヰ
ク

の
各
解
説
、
新
大
系
（
七
）
凡
例
に
よ
る
。
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口
可

、

恥

、
。
’
二
“
現
存
諾
本
ざ
そ
の
傅
來
の
概
槻
・

ぬ
、

』
《

か
く
て
日
本
舞
紀
に
立
返
っ
て
老
へ
る
に
、
木
書
は
他
の
古
典
と
異
な
っ
て
平
安
朝
の
満
席
木
も
現
存
す
る
事
は
上
述
の
如
く
で
あ
る

が
、
叉
中
世
に
至
っ
て
も
、
そ
の
時
代
の
古
為
本
の
現
存
す
る
数
に
於
て
、
‐
到
底
他
の
古
典
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
本
書
が
勅
撰

六
間
史
の
首
と
し
て
、
如
何
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
特
に
亜
ん
ぜ
ら
れ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
今
現
存
す
る
古
鰯

〆
生

木
は
勿
論
、
こ
れ
ら
諸
本
を
齢
め
近
世
校
合
本
等
に
残
る
奥
書
に
よ
っ
て
、
本
書
の
書
海
傳
來
せ
ら
れ
た
跡
を
尋
ね
、
之
を
表
示
す
れ
ば

大
略
次
の
如
く
で
あ
る
。
日
本
書
紀
諸
本
傳
來
略
系
統
表
．
、

4

古

茸
タ

グ

（
二
）
宮
地
博
士
及
び
新
大
系
凡
例
に
よ
る
。
、

へ
一
己
岩
波
文
庫
本
古
語
拾
過
概
説
並
に
異
本
及
が
註
輝
書
、
承
經
閣
叢
刊
元
弘
本
古
語
拾
泄
解
説
、
祁
典
解
読
解
題
、
古
禰
拾
遺
の
異
本
及
び
註

秤
書
（
紳
遊
叢
書
二
）
に
よ
る
。
↑
．

』
●

（
四
）
新
大
系
云
・
十
）
凡
例
、
朝
日
新
聞
紙
版
六
國
史
日
本
番
紀
解
弦
に
よ
る
。

1

《日本番紀の傳來と諸本に棚する一考察

』

｜
奈
一
艮

一
朝
，

’
’
’
’
’
’

一
●
一
一

…
・
…
‐
‐
…
佐
々
木
●
雅
態
。
田
中
本

一
一
一

。
．
．
…
…
…
岩
崎
本
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐

平
安

朝
』

前中

期，世

中中

世
中

期
後 ４

１
期世

近

世
一寺

、

９
，
１
Ｊ
‐
ｆ
Ｊ
Ｉ
・
剰
切
碩
、
“
ｆ
■
貼
■
凸
ｒ
１
．
１
１
１
１
・
１
１
１
１
１

五

’
一

'1

野

1



Q、

一

●ﾛ

| 本家川白
1

テ

刈具 ダ卜
ｎ
本
替
紀
の
仰
來
‐
と
術
本
に
閥
す
る
一
考
察

三二一一
一

一
『
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一一

二
ｔ
Ｉ

．
…
…
・
・
…
・
・
・
・
・
・
…
…
・
…
…
・
・
…
・
…
・
…
・
…
一
楽
本

三
八

一
一
凸

‐
，
…
…
…
．
．
…
・
…
…
…
．
…
…
…
…
・
…
・
…
・
・
・
・
・
…
・
…
・
並
何
本

｝

〈

…
．
・
・
‐
，
．
．
‐
・
北
野
本
龍
一
・
二
類

： ：
： . 8

! i
： ：

； ！
； ；

： j
i _ ;

：七:

鴨甲
脚原
本家
｜本

｜
‐
．
．
…
．
．
…
今
…
・
…
…
：
…
・
…
‐
・
…
北
野
本
龍
三
類

』

〃

．
…
・
…
…
…
…
…
…
・
蒲
原
家
昨
、
一
六

．
…
…
…
，
・
・
・
・
…
…
・
…
・
…
…
…
・
・
…
…
‐
…
・
王
膝
本

一
七

・
・
…
・
…
…
・
・
…
…
…
、
…
・
・
…
．
，
．
・
・
・
・
…
・
…
・
・
三
島
・
不

二
七
１

; i ; ;
： : ： ：

； ； ！ ；
: : ］f ； ：凹

噌'雛;壷嘉本
岡雄一
醤一
寮旦

驚藏
類

…
、
・
・
…
・
…
・
…
…
・
・
沢
．
〔
遁
悪
本
．
〕

ｆ

△

．
…
・
・
・
…
・
…
…
…
・
弘
長
本

｜
川

‐
’

』
‐
ｑ
、

ｌ
Ｆ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｈ
－
‐
１
１

Ｉ
、
‐
１
１
，
‐
‐
Ｉ
Ｐ
０
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

‐
１
１
１
１
１

Ｄ
Ｇ
Ｑ
Ｂ
Ｄ
な
。
Ｄ
・
昨
ｑ
Ｂ
Ｄ
ｌ
－
幽
叫
ｗ
《
岬
卸
国
酬
闇
開
門
』
四
帰
一
！
‐
‐
‐
‐
‐
旧
１
‐
１
１
１
●
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
１

|プ；

丹

熱
本

燕
△

一
個
州
關
州
閏
四
開
門
一
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
１
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

’
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
、

、

Ⅱ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

８

日

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

、

’
〆

‐
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｒ
ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ト
ー
ｐ
ド
Ｌ
、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ト
、
ｌ
Ｌ
・

、

‐

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｌ

ｒ

ｌ

｣

巳

心

、

噂

、
一

ー『

_し

ノ､

一

I

一一一

1

1

ノ



一

、

〆

／

つ

部
日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察

、

｜

I

- ｜

｜ ’

｜
Ｕ
け
り
Ｏ

1 日

i

八

一
Ｉ
矧
鐘
薙

一
１
１
１
１
１
乾
元
本

△

I

’

、
七
（
１
）
〃

１
１
辮
瀝
率

列
１
１

一
○

：
．
，
…
・
…
・
・
・
…
・
；
錐
倉
本

△

五

。
：
・
・
・
。
‘
。
．
。
０
０
．
．
０
‐
．
。
。
。
‐
‘
０
：
。
。
．
，
．
・
・
割
山
低
郡
呼
武
展
Ｄ
打
ｗ
Ⅳ
訟
没

五

・
…
…
・
・
圃
沓
察
本
舗
凹
顛

’ ’
｜

布
１

ｌ
巴
軍
Ｑ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｑ

０
ｐ
１
１

●

●

り

い

1

1

ｌ
熱
田
卒（、
）

、
：
…
，
．
．
〔
章
尚
本
〕
Ｉ

＃
１
１
１
雨
足
院
本

△

。
．
三
五

‐‐‐！

‐
１
１
１
片
雲
本

△
。

△

一
一
一
一

‐
Ｉ
‐

伊
勢
本

一
一
一一

興
光
寺
本

永
徳
本
’

職
△

1
1

＃
q画､

〔
一
一
）

Ｉ
間
田
本 11

三
七
、

１
京
大
本

常
彰
書
入
本

I

L

｜

｜
’

P

R

垂

1

舌

七

I
『
■

一

Ｊ
一

｡



L

到 .

ク r ,

＝

、

~ ■

夕

、 d ，、

、 一

~

日
本
書
紀
の
傅
來
と
詣
本
に
闘
す
る
一
考
察

1

1

』

ﾉL

■

〆 F

D A

L

U

､
一

b

必

~

一



９

「
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〃

ノ

備
考
／

（
ご
本
表
は
極
め
て
概
挫
を
示
し
た
も
の
で
、

、
の
も
少
く
な
い
Ｏ

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察

’ 本 ，

「
’

一
、
１
Ⅲ
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叩
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．
．
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．
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雑
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亙
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こ
と
を
避
け
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な
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1

1
ｌ
ｌ
ｒ
Ⅱ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ

'

’

〃

、

‐
日
本
替
紀
の
傳
來
と
賭
本
に
開
す
る
一
考
察
一
○

（
二
）
本
名
の
右
刑
に
記
し
た
の
は
古
本
集
影
解
説
の
番
晩
で
．
左
註
は
や
が
て
そ
の
番
琉
を
用
ゐ
る
事
と
し
、
同
書
に
載
せ
な
い
本
で
左
註
を
施
し

た
も
の
は
、
そ
の
右
脚
に
（
）
中
に
イ
ロ
ハ
を
附
し
た
。
本
名
の
左
刑
に
※
を
附
し
舎
廷
の
は
原
本
は
現
存
し
な
い
が
影
寓
本
又
は
摸
刻
本
の
現
メ

存
す
る
も
の
、
本
名
に
〔
〕
を
加
へ
た
の
は
そ
の
直
接
の
博
寓
本
が
あ
る
も
の
、
ｎ
川
川
川
川
一
を
加
へ
た
の
は
他
本
の
奥
書
に
そ
の
名
の
み
残

っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
又
系
線
に
…
・
・
・
を
川
ゐ
た
の
は
そ
の
系
統
の
極
め
て
不
硴
笈
な
も
の
で
あ
る
。

含
一
）
各
本
の
現
存
巻
敷
を
註
記
す
れ
ば
頗
る
規
雑
に
な
る
の
で
す
べ
て
省
尋
し
，
全
三
十
巻
完
備
の
本
に
は
左
刑
に
○
を
．
又
祁
代
巻
上
下
共
存
す

、
る
（
他
倦
を
全
く
含
ま
な
じ
本
に
は
同
じ
く
△
を
附
し
て
示
し
た
。

註
（
ご
佐
々
木
氏
所
蔵
断
術
と
同
一
本
の
断
加
が
猫
熊
信
男
氏
藏
菩
中
に
あ
っ
て
、
鵬
脚
氏
所
藏
日
本
書
紀
犠
二
（
古
本
集
影
七
の
原
本
）
の
誰
に
附

．
、
↓
し
て
古
典
保
存
曾
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
。

（
五
）
大
阪
毎
日
新
聞
肚
版
秘
籍
大
槻
本
解
娩
に
、
藤
原
時
代
と
あ
る
を
第
一
類
、
院
政
時
代
前
後
と
あ
る
を
第
二
類
、
以
上
の
二
数
及
び
巻
二
以
外

の
巻
を
節
三
類
、
審
二
を
第
四
額
と
し
た
。
や

（
七
）
鴨
脚
本
は
そ
の
後
原
本
が
鴨
脚
光
朝
氏
秘
籍
中
よ
り
發
見
せ
ら
れ
、
古
典
保
存
官
振
よ
っ
て
謹
製
本
が
刊
行
せ
ら
れ
た
。

全
Ｏ
五
瓶
に
分
っ
事
は
、
古
本
渠
影
．
炎
璽
圃
沓
複
製
倉
本
解
説
等
に
よ
る
。

（
イ
）
嘉
暦
本
は
伊
勢
本
（
古
本
集
影
二
一
）
の
奥
書
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
巍
は
れ
る
が
、
藤
波
家
所
蔵
本
巻
廿
四
（
古
本
集
影
七
の
原
本
）
は
そ

め
残
巻
と
殿
は
れ
る
。
．
。
｝

（
ロ
×
ハ
）
常
彰
沓
入
本
が
伊
勢
刺
宮
文
肺
に
現
存
し
て
ゐ
る
。
《
尚
拙
椛
「
祁
宮
文
庫
及
祁
宮
皇
學
館
断
談
日
本
書
紀
關
係
書
目
録
」
（
皇
學
五
の
一
）

一
二
参
照
。
Ａ
夢
〃
〃

（
｜
こ
そ
の
後
関
田
守
理
氏
よ
り
宮
内
省
へ
献
納
せ
ら
れ
た
由
振
あ
る
。

（
二
二
）
古
典
保
存
肯
複
製
春
球
本
古
事
妃
解
説
に
、
春
琉
筆
と
恩
は
れ
る
日
本
書
紀
巻
三
が
伊
勢
御
躯
清
白
氏
藏
香
中
に
存
す
る
由
見
え
て
、
そ
の

奥
香
は
全
く
伊
勢
本
巻
三
と
同
じ
病
｜
あ
る
か
ら
、
稚
三
の
み
は
原
本
が
尚
伊
勢
に
現
存
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

票
）
古
本
集
影
に
は
見
え
な
い
が
、
朝
日
新
剛
枇
版
六
鬮
史
辨
魑
、
吉
澤
義
則
博
士
「
書
紀
綱
蕊
千
二
百
年
記
念
陳
列
の
日
本
書
紀
古
抄
本
に
就
き
て
」

（
史
林
四
の
三
）
に
攻
る
に
、
吉
田
子
僻
家
の
秘
庫
に
現
存
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

今
現
存
諸
本
に
於
て
古
本
・
白
肌
家
本
。
卜
部
家
本
の
三
系
就
と
立
て
た
事
は
、
朝
日
新
剛
祗
版
六
國
史
の
解
説
に
よ
っ
た
。
大
江
家
本

’

I

１
１

、
、
、

■
■
ｆ
民
〆
ｌ
Ｉ
０
ｂ
ロ
ロ
巳
■
、
■
■
■
■
■
■
■
巳
巳
匹
砧
１
も
Ⅱ
１
㎡
１
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ａ
ｍ
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“
亨

（
一
）

は
脚
諜
寮
木
巻
什
三
の
奥
害
に
依
っ
て
、
既
に
平
委
期
に
存
し
た
事
が
知
ら
れ
、
早
く
卜
部
家
本
に
も
蚊
入
れ
ら
れ
て
、
そ
の
訓
鮎
は
同

家
の
所
謂
「
家
本
勲
」
に
對
し
て
「
江
家
本
鮎
」
と
し
て
、
現
存
罵
本
は
勿
論
流
布
板
本
に
も
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
・
剛
書
寮
本
第
一
二
類
は

、

そ
の
年
代
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
同
本
第
一
・
二
類
よ
り
は
桁
降
る
も
の
と
し
て
假
に
中
世
前
期
に
置
い
た
。
中
原
家
本
及
び
情
原
家
本
‐

は
、
そ
の
確
置
な
年
代
に
於
て
は
、
前
者
は
伊
勢
本
巻
四
、
後
若
は
全
木
巻
世
一
一
以
下
の
奥
書
に
見
え
る
元
久
一
二
年
及
び
氷
仁
五
年
で
あ
・

ろ
が
、
恐
ら
く
平
鍔
朝
に
迄
遡
っ
て
有
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
が
、
今
は
神
ら
く
中
世
前
期
と
し
た
＠
次
に
應
永
本
巻
四
の
奥

評
に
よ
っ
て
、
元
久
三
年
卜
部
（
吉
田
）
兼
直
が
本
脊
を
書
罵
し
、
叉
全
本
巻
廿
六
等
の
安
貞
二
年
卜
部
（
平
野
）
粂
噸
の
奥
書
に
よ
っ

て
、
岱
時
同
家
に
は
既
に
本
書
が
存
し
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
家
の
木
と
所
訓
卜
部
家
累
家
本
と
の
關
係
に
就
て
は
後
に
詳
述
す

る
。
（
第
五
節
）
囲
耆
寮
本
第
四
類
は
そ
の
形
式
よ
り
見
て
卜
部
家
本
の
系
統
に
厨
す
る
が
如
く
、
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
中
世
中
期
栓
し
た
。

次
唯
伊
勢
本
は
最
も
疑
問
の
多
い
本
で
そ
の
直
接
の
原
木
は
興
光
寺
本
と
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
が
更
に
尾
崎
遜
照
院
肺
梅
本
に
遡
る
事

は
、
奥
書
に
は
巻
四
に
祓
偏
の
名
の
存
す
る
の
み
で
他
に
一
つ
も
見
え
ず
、
叉
巻
三
の
如
き
は
三
河
國
胤
來
寺
杼
本
坊
住
僧
の
木
逓
道
群

が
直
接
馬
し
た
如
く
で
、
叉
巻
六
・
廿
六
も
共
に
他
本
に
擦
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
今
は
多
き
に
依
つ
で
嘉
暦
本
よ
り
肺
偏
本
。
興
光
、

寺
本
を
經
て
道
昨
等
が
書
鞠
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。
叉
巻
三
・
廿
六
ｑ
廿
七
の
奥
書
は
逝
肺
・
春
瑞
雨
本
の
あ
っ
た
事
を
撤
想
せ
し
め
、

特
に
古
事
記
上
巻
は
こ
の
両
人
の
書
席
本
が
共
に
現
存
し
て
ゐ
る
の
で
、
へ
第
一
節
）
読
そ
の
感
逓
深
く
す
る
。
尚
こ
の
本
の
巻
一
・
二
に

就
て
は
、
古
典
保
存
會
刊
伊
勢
本
古
事
記
の
解
説
に
於
て
、
橘
本
進
吉
郷
士
・
は
、
道
群
が
閲
亮
寺
常
住
之
御
本
」
註
以
て
書
席
し
た
日

↓
本
書
紀
巻
一
・
二
を
伊
勢
薗
田
守
理
氏
が
燕
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
は
又
僧
悪
槻
が
肺
術
本
を
以
て
書
為
し
た
由
の
奥
書
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
即
ち
伊
勢
本
巻
一
ｅ
二
で
、
朝
日
新
聞
肺
版
六
剛
史
凡
例
に
薗
田
本
と
あ
る
の
は
こ
の
本
の
事
と
老
へ
ら
れ
る
か
ら
、

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
關
す
る
一
考
篠
．
一
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、
今
伊
勢
本
の
前
に
こ
の
本
を
墨
げ
た
。
更
に
古
本
築
影
四
九
寛
文
七
年
版
本
の
書
入
に
よ
れ
ば
、
恵
観
本
を
春
職
る
書
馬
し
た
如
く
で
あ

る
。
次
に
内
閣
文
庫
本
の
原
本
た
る
涯
隆
本
の
系
統
凶
複
雑
で
、
伊
勢
本
の
原
本
た
る
嘉
暦
罵
本
に
は
よ
ら
す
、
そ
の
原
本
に
更
に
建
武
．

暦
應
年
間
に
移
鮎
校
合
を
加
へ
た
本
に
よ
っ
て
、
卜
郡
（
平
野
）
乗
員
が
康
永
年
間
に
書
席
し
た
本
逓
直
接
の
原
本
と
す
る
如
く
で
あ
る

が
、
帥
代
巻
の
み
は
明
ら
か
に
乾
元
本
（
古
本
集
影
九
）
に
よ
り
、
而
も
卜
部
（
吉
田
）
粂
倶
の
奥
書
症
も
存
し
て
ゐ
る
。
叉
天
文
本
は

桃
木
本
（
古
本
集
影
四
二
）
巻
三
十
に
存
す
る
天
文
九
年
卜
部
（
吉
田
）
兼
右
の
奥
書
に
よ
る
に
、
所
謂
卜
部
家
累
家
本
と
の
直
接
の
關

係
は
な
い
如
く
で
あ
る
。
絡
に
龍
玄
（
梵
舜
）
本
に
就
て
は
、
吉
澤
氏
が
既
に
述
べ
ら
れ
た
が
、
桃
木
本
は
こ
の
本
を
原
本
と
す
る
が
如

く
、
又
赤
露
悪
が
慶
長
活
字
版
（
古
本
集
影
四
七
）
農
合
に
用
ゐ
た
の
も
、
そ
の
脚
代
巻
で
は
な
股
と
思
は
れ
る
。

か
く
て
本
書
は
他
の
古
典
に
見
ざ
る
平
安
朝
の
古
爲
本
が
現
存
し
て
ゐ
る
が
、
一
度
中
世
に
入
れ
ば
卜
部
家
系
統
の
本
が
他
を
唾
し
て

流
布
し
た
事
は
、
｜
本
表
を
一
見
す
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
ゞ
而
か
も
一
般
古
典
と
同
様
、
中
世
一
初
期
に
於
て
は
祁
這
家
た
る
白
川
、
卜
郡
雨
家

の
手
を
經
て
、
そ
の
柊
頃
よ
り
後
期
に
か
け
て
佛
者
の
間
に
も
傳
は
っ
て
行
っ
た
事
が
見
ら
れ
る
。
而
し
て
か
く
本
書
の
研
究
が
祁
遁
家

の
手
に
移
る
と
共
に
、
本
書
巻
一
‐
・
二
た
る
榊
代
巻
上
下
の
み
を
抽
出
し
て
書
”
し
、
又
本
書
害
罵
を
は
じ
め
、
校
合
移
黙
の
經
過
を
記

し
て
奥
普
と
す
る
風
習
が
起
っ
た
。
こ
の
事
は
宮
地
仲
士
が
趾
に
述
べ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
平
安
朝
に
於
て
も
本
書
の
榊
代
巻
を
亜
ん

一
臼

す
る
風
習
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
老
へ
ら
れ
ず
、
か
の
日
本
紀
署
は
Ｗ
ら
く
措
き
、
、
類
聚
國
史
巻
一
・
二
が
本
書
巻
一
・
二
を
そ
の
侭
採
鋒

し
て
耐
祗
部
一
・
二
と
し
た
如
き
例
も
あ
り
、
叉
奥
書
も
平
安
朝
絡
頃
の
本
書
に
一
例
は
存
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
れ
は
中
世
に
入
っ
て
の

如
き
蓬
だ
し
き
も
の
で
な
か
っ
た
事
は
勿
論
で
、
秘
説
秘
本
な
ど
稲
す
る
語
は
存
し
た
と
は
老
へ
ら
れ
な
い
ｏ
然
る
に
古
典
の
傳
來
が
刺
這

家
の
手
に
移
っ
た
、
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
、
榊
道
家
が
榊
遁
研
究
の
た
め
盛
に
古
典
を
書
篤
す
る
に
至
っ
て
、
自
ら
そ
の
研
究
の
結
果
を

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察
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平
等
朝
の
古
膨
本
を
始
め
、
近
枇
の
席
本
に
於
て
も
白
川
・
卜
部
剛
家
本
の
何
れ
の
系
統
に
も
脇
せ
し
め
難
い
本
は
、
ヘ
蒔
殊
研
究
家
の

手
を
經
な
い
た
め
比
較
的
原
形
を
保
っ
て
ゐ
ろ
と
老
へ
て
、
そ
恥
ら
の
本
を
一
捕
し
て
今
假
に
か
く
呼
ぶ
事
と
し
た
。
朝
胤
新
叩
祗
版
六
“

國
史
脈
諭
（
佐
伯
有
義
氏
）
及
び
北
野
本
解
読
（
常
地
博
士
）
に
よ
れ
ば
、
平
安
朝
古
爲
本
と
白
川
家
本
の
系
統
で
あ
る
北
野
木
・
丹
憾

木
以
外
は
へ
何
れ
も
卜
部
家
本
の
系
統
に
腿
す
る
由
で
あ
る
が
、
、
脚
代
巻
一
書
を
細
注
に
し
た
形
式
の
本
は
そ
の
系
統
に
入
れ
る
事
は
困

難
で
、
叉
白
川
家
本
の
系
統
に
も
入
れ
難
い
と
恩
は
れ
る
か
ら
神
ら
く
こ
型
に
入
れ
た
。

ゞ
先
づ
現
存
す
る
平
安
朝
古
爲
本
に
就
て
み
る
に
、
剛
書
寮
本
は
明
ら
か
に
後
の
袖
足
叉
は
混
入
で
第
Ⅲ
類
と
し
た
巻
二
の
外
は
、
書
嘉

の
年
代
に
多
少
の
帰
り
は
あ
っ
て
も
本
來
一
部
を
な
し
た
も
の
で
、
他
の
同
時
代
の
爲
本
と
共
に
、
初
は
恐
ら
く
完
本
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
は
れ
る
。
そ
の
中
巻
十
の
み
は
訓
鮎
全
く
な
く
、
こ
れ
も
後
の
補
足
叉
は
混
入
な
る
か
の
疑
が
あ
る
。
（
吉
澤
氏
の
説
）
叉
こ
の
木

の
巷
廿
三
に
存
す
る
奥
書
は
、
平
安
朝
の
年
代
を
明
記
し
た
唯
一
の
も
の
で
、
常
時
よ
り
か
Ｌ
る
風
習
が
次
第
に
起
っ
た
事
が
窺
は
れ
る

が
伽
と
の
時
代
の
本
書
の
奥
書
は
、
現
存
古
篤
本
は
勿
論
、
傳
鰯
本
に
も
他
に
全
く
存
し
な
い
や
弓
で
あ
る
。

次
に
中
世
に
入
っ
て
ｊ
前
期
に
脇
す
る
鴨
脚
本
は
、
後
期
に
脇
す
る
王
屋
本
以
下
三
種
と
共
に
、
紳
代
巻
一
書
を
細
字
に
し
て
ゐ
る
か

日
本
癖
紀
の
僻
來
と
請
本
に
蝿
す
る
一
考
祭

る
に
除
幕
程
で
、
木
諜
が
如
何
に
軍
ん
ぜ
ら
れ
た
か
噺
充
分
に
窺
は
れ
る
。

註
（
一
）
識
本
の
帆
鎭
黒
』
古
本
集
影
に
搾
っ
た
も
の
は
以
下
一
身
註
記
し
な
い
ｃ

（
二
）
嫌
介
本
（
古
本
集
膨
一
○
）
典
杏
参
照

ヨ
ゥ

■
ｈ
Ｑ

Ｉ
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ｐ
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■
■
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1

ら
、
恐
ら
く
卜
部
家
本
系
統
以
外
の
木
に
よ
っ
て
為
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
職
脚
本
を
除
き
、
何
れ
も
巻
三
以
下
の
巻
を
も
含

ん
で
ゐ
る
が
、
鴨
脚
本
が
艸
代
巻
上
下
の
み
の
鞠
本
の
零
本
か
、
或
は
共
他
の
巻
を
も
含
ん
だ
数
巻
乃
至
全
三
十
巻
の
零
本
か
は
知
る
由

も
な
い
が
、
そ
の
書
鰯
小
年
代
及
び
形
式
よ
り
み
て
、
恐
ら
く
最
初
よ
け
榊
代
巻
の
み
慰
・
し
た
も
の
で
な
く
、
少
く
と
も
数
巻
は
存
し
た

、

本
心
零
本
で
は
な
い
か
と
考
ら
れ
へ
る
。
．
唯
近
世
の
並
河
本
も
古
本
錐
影
に
は
・
書
を
細
註
に
し
て
ゐ
る
由
見
え
て
ゐ
る
が
、
こ
の
本
は

、
色

抑
代
巻
を
令
隼
ず
、
巻
三
以
下
は
近
世
板
木
も
一
書
を
細
註
に
し
て
ゐ
る
か
ら
種
左
疑
は
あ
る
が
、
今
は
卿
ら
く
卜
部
家
本
の
系
統
の
外

０

に
置
い
た
℃
へ

、

次
に
現
存
せ
す
し
て
名
の
み
残
っ
て
ゐ
る
本
に
つ
い
て
み
る
に
、
大
江
家
は
勿
論
、
中
原
・
清
原
雨
家
も
古
く
よ
り
學
問
の
家
と
し
て

Ｉ
Ｄ

州
え
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
叩
本
も
恐
ら
く
平
斐
朝
よ
り
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
ら
れ
へ
る
が
、
今
は
上
に
述
べ
た
如
く
確
か
な
年
代

に
よ
づ
て
中
世
前
期
に
入
れ
た
。
叉
弘
長
木
に
就
て
は
、
中
臣
本
（
古
本
集
影
四
こ
に
存
す
る
奥
書
に
よ
っ
て
加
へ
た
が
、
こ
の
本
は

も
０
１
口
〃

埜
製
御
本
と
し
て
犬
文
年
間
卜
部
兼
右
が
校
合
に
用
ゐ
た
由
記
し
、
そ
の
巻
三
は
講
読
院
（
三
條
西
武
隆
）
眞
筆
と
云
ひ
、
巻
六
は
蓮
致

御
誰
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
巻
凹
ｅ
五
及
び
七
以
下
に
は
弘
々
踵
の
年
號
が
あ
っ
て
、
兎
に
角
弘
・
張
本
の
存
し
た
事
が
窺
は
れ
、
そ
の
系
統
に

一
就
て
は
全
く
明
ら
か
に
し
難
い
の
で
哲
ら
く
と
上
に
入
れ
た
。
》
↓
・

こ
れ
記
要
す
る
に
、
比
較
的
後
人
の
手
の
加
ら
な
い
と
恩
は
れ
る
こ
の
系
統
に
脳
す
る
木
の
み
を
以
て
、
本
書
全
三
十
巻
の
完
本
を
作

‐
ろ
事
の
出
來
な
い
事
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
〈
更
に
錬
っ
て
恩
ふ
に
、
古
来
畢
問
の
家
で
あ
る
大
江
・
中
原
・
清
原
諸
家
に
於
て
は
、
平
安

〆

朝
よ
り
中
世
初
頭
に
か
け
て
各
本
書
を
脈
藏
し
、
大
江
家
の
如
き
は
そ
の
家
本
に
訓
鮎
を
も
附
し
て
ゐ
た
事
が
窺
は
れ
、
こ
れ
ら
諸
本
は
、

本
書
巻
一
よ
り
出
で
た
類
聚
國
史
巻
一
、
石
満
水
八
幡
宮
肪
藏
本
が
清
原
家
本
の
薦
で
あ
る
外
、
直
接
そ
の
面
影
に
接
す
る
事
は
旧
来
な

日
本
普
紀
の
傳
来
と
諸
本
に
開
す
る
一
考
察
、
一
五
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１

〃

日
本
脊
紀
の
博
來
と
詣
本
に
閥
す
る
一
考
察
・
二
〈

い
が
、
中
原
。
清
原
両
家
木
は
、
夙
に
卜
部
家
本
の
書
嬬
校
合
に
用
ゐ
ひ
ら
れ
穴
事
が
伊
勢
本
（
古
本
集
影
二
一
）
の
中
臣
本
（
同
四
こ
の

‘
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
叉
大
江
家
本
の
訓
鮎
は
早
く
卜
部
家
本
に
取
入
れ
ら
れ
た
如
く
、
そ
の
系
統
に
属
す
る
篇
本
は
勿
論
、
流
布
の
板

木
に
も
》
て
の
鮎
が
附
せ
ら
れ
て
、
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
ゐ
る
・
叉
現
存
前
田
本
は
關
白
藤
原
敦
通
の
本
と
穂
せ
ら
れ
、
岩
崎
本
は
早
く
ょ

、
．
り
一
條
家
の
藏
本
で
あ
っ
た
如
く
、
（
吉
澤
氏
の
説
）
又
同
家
に
は
當
時
殆
ど
他
に
蔵
し
な
か
っ
た
古
事
記
中
巻
が
あ
っ
た
事
が
虞
一
鵬
寺
本
‐

（
一
）

《
・
奥
書
に
見
え
て
、
平
安
朝
以
後
蛍
族
の
間
に
あ
っ
て
も
、
本
書
を
始
め
古
典
を
所
蛎
研
究
し
た
事
が
知
ら
れ
る
・

註
（
己
、
一
脈
家
の
本
書
研
究
に
關
し
て
は
節
五
節
に
詳
述
す
る
。

固
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
冊
■
■
冊
■
■
■
Ｉ
二
・
■
■
’
’
１
１
，
－
１
１
１
．
，
１
１
●
●
●
Ｉ
，
‐
Ｉ
●
１
１
昼
１
０
●
●
ト
ー
●
巳
ｂ
■
厚
０
１
０
１
．
。
．
１
１
卜
１
１
‐
胸
，
．
■
■
■
■
■
且
■
Ｊ
■
■
１
■
■
■
！
固
■
■
■
■
■
■
■
０
■
。

北
野
祁
壯
所
抜
の
粂
永
の
奥
書
あ
る
本
と
、
丹
慨
継
苔
に
收
め
て
摸
刻
せ
ら
れ
た
劒
阿
書
篤
の
肺
代
巻
上
下
は
、
共
に
白
川
刺
岻
仙
家

へ
』

の
奥
書
が
あ
っ
て
．
、
一
般
に
流
布
し
て
ゐ
る
卜
部
家
本
と
・
は
七
の
系
統
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
白
川
家
本
と
孵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ｐ
・

‐
北
野
本
は
卜
部
家
本
の
系
統
に
属
す
る
粂
永
自
筆
本
及
び
近
世
の
浦
本
を
除
い
て
も
、
平
安
朝
の
篤
本
九
巻
と
中
世
中
期
‐
の
篤
本
十
五

巻
と
を
擁
し
、
ゞ
而
も
巻
一
を
除
く
他
巻
に
は
、
流
布
の
卜
部
家
本
の
と
は
異
な
る
鮎
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
、
誠
に
一
偉
観
で
あ
る
が
、

祁
道
家
の
特
に
研
究
に
力
を
注
い
だ
榊
代
巻
に
於
て
は
、
巻
上
は
訓
鮎
奥
書
共
に
な
く
、
巻
下
は
全
く
存
し
な
い
の
で
、
今
は
耐
代
稚
上

下
共
術
は
っ
て
確
か
な
る
奥
書
淀
存
し
、
年
代
も
北
野
本
の
よ
り
は
桁
古
い
と
思
は
れ
る
丹
蕊
本
に
よ
っ
て
、
こ
の
系
統
の
本
の
特
質
を

考
察
す
る
事
ど
ず
る
。

〆
Ｉ

丹
僻
推
苦
本
の
原
本
は
今
所
在
不
明
で
、
‐
撲
刻
本
に
よ
っ
て
そ
の
面
影
を
窺
ふ
よ
り
外
な
い
が
、
こ
の
本
に
は
正
安
一
》
年
及
び
嘉
一
聖
－
，

も
〆

0

四
白
川
、
家
本
の
特
質

■

＃

｜

I

／
｜

冒
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’，

年
の
奥
携
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
常
時
既
に
白
川
家
に
は
「
累
家
之
秘
説
」
を
註
し
た
「
常
家
秘
本
」
が
存
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
秘
説
が
如
何
な
る
軸
に
存
し
た
か
は
今
念
に
分
明
し
難
い
が
、
流
布
本
た
る
卜
部
家
本
と
異
な
る
鮎
の
少
く
な
い
の
は
切
論
で
、
叉
そ

の
形
式
は
、
祁
代
巻
一
書
の
文
を
本
書
の
文
と
同
大
の
字
で
記
し
、
本
文
よ
り
一
宇
Ｆ
げ
に
し
た
卜
部
家
本
の
形
式
と
異
な
っ
て
、
一
見

■
』
、
二
込

古
式
の
如
く
で
あ
る
が
、
尚
よ
く
見
る
に
、
こ
の
木
が
一
書
の
文
を
一
界
中
に
二
行
記
し
て
ゐ
る
鮎
は
卜
部
家
本
の
形
式
と
異
な
っ
て
も
、

一
Ｊ

一
詩
の
文
を
本
書
の
文
の
下
に
直
に
細
註
に
し
て
ゐ
る
の
は
、
巻
上
の
一
書
の
文
の
極
め
て
短
が
い
所
の
み
で
、
そ
の
後
は
一
書
の
文
は

水
神
と
は
行
を
改
め
て
一
半
下
げ
と
し
、
叉
一
書
毎
に
行
を
改
め
て
、
．
脊
口
」
の
「
こ
手
の
み
は
一
書
の
文
よ
り
も
少
し
商
く
杏

き
始
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
断
簡
乍
ら
平
安
朝
古
嬬
水
巻
一
（
古
木
集
影
ご
及
び
鵬
脚
本
巷
二
（
同
七
）
の
、
、
一
書
は
總
べ
て
木
書
の
下

に
細
註
と
し
、
叉
一
書
の
文
が
絡
れ
ぱ
そ
の
下
に
木
圭
同
の
文
を
連
ね
て
、
全
く
改
行
し
な
い
形
式
に
比
し
て
、
決
し
て
原
形
で
な
い
事
が

知
ら
れ
る
。
即
ち
一
聿
同
細
字
別
行
式
と
も
云
ふ
べ
き
特
異
の
形
式
で
、
か
Ｌ
る
古
本
の
形
式
と
卜
部
家
本
の
形
式
と
の
中
間
の
形
式
が
あ

る
事
は
、
玉
同
大
字
惠
圭
‐
げ
式
の
發
逹
を
卜
部
家
の
手
に
蹄
し
た
從
來
の
見
解
に
、
秤
老
の
餘
地
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か
Ｌ

ろ
形
式
的
な
改
鍵
を
加
へ
て
特
に
秘
本
と
孵
し
た
も
の
と
は
老
へ
難
く
、
秘
本
と
稲
す
る
所
以
は
そ
の
訓
鮎
に
あ
る
も
の
と
恩
は
れ
る
が
、

〃

秘
本
と
瀞
す
る
本
は
、
形
式
に
於
て
も
原
形
に
あ
る
改
鍵
を
加
へ
て
ゐ
る
事
は
狂
意
す
べ
き
事
で
、
か
く
原
形
を
改
め
た
珂
山
に
就
て
は
、

こ
の
形
式
が
原
形
と
卜
部
家
本
の
形
式
と
の
中
間
の
形
式
で
あ
る
た
め
、
第
五
節
に
於
て
併
せ
考
察
す
る
事
と
す
る
。
叉
北
野
本
の
奥
書

は
、
こ
の
本
に
名
の
あ
ら
は
れ
た
査
辿
王
の
子
管
繼
王
の
筆
の
如
く
で
、
（
北
野
本
解
批
）
こ
の
本
に
於
て
は
巻
一
は
形
式
に
於
て
は
一
書

を
総
べ
て
本
書
の
下
に
分
誰
と
し
た
古
形
で
あ
る
。
。
】

尚
こ
の
白
川
家
本
の
系
統
に
属
す
る
本
は
、
本
書
巻
一
②
二
を
そ
の
僻
採
っ
た
日
本
紀
略
巻
一
・
二
と
し
て
、
丹
佃
本
と
全
く
同
一
の
臭

■

ロ

■

Ｉ

Ｈ

Ｉ

ｌ

ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｒ

Ｉ

日
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書
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の

傳
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に
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《

日
本
書
紀
の
傳
來
さ
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察
“
一
八

書
を
有
す
る
本
が
奈
良
興
鯏
寺
一
乘
院
に
仔
し
た
外
、
（
朝
日
新
聞
肚
版
六
國
暎
解
説
、
新
大
系
十
凡
例
）
他
に
存
す
る
在
開
か
な
い
。
，

、
一

一
五
卜
部
家
本
の
發
達
さ
そ
の
弘
通
ゞ

６
尹

寺

〆
４

。
タ

グ

次
に
少
人
と
も
中
世
後
期
に
於
て
本
普
傳
來
の
中
心
を
な
し
た
卜
部
家
本
に
考
察
を
進
め
る
。
卜
郡
家
に
平
野
・
吉
田
の
雨
流
が
存
す

る
事
は
宮
地
博
士
の
既
に
述
べ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
本
書
の
奥
書
に
卜
部
家
の
人
の
名
が
あ
ら
は
れ
た
の
は
、
今
日
迄
の
管
見
の
及
ぶ

所
で
は
、
吉
田
流
に
於
て
は
伊
勢
本
巻
四
、
元
久
三
年
の
兼
直
、
平
野
流
で
年
娩
を
明
記
し
た
の
は
全
本
巻
廿
六
等
に
於
け
る
安
貞
二
年

の
妓
頼
が
初
め
て
の
や
う
で
あ
る
。
そ
の
後
平
野
流
の
人
名
は
、
装
頼
の
子
乗
文
以
下
兼
方
・
兼
彦
・
粂
員
等
、
父
子
相
繼
い
で
本
書
の
奥

書
に
現
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
本
書
の
み
で
な
く
、
古
語
姶
遁
現
存
最
古
の
罵
本
に
も
名
を
残
し
て
ゐ
る
兼
直
の
子
孫
の
名
は
殆
ど
現
れ
ず
、

系
剛
に
よ
れ
ば
韮
直
の
曾
孫
に
當
る
兼
夏
に
至
っ
て
再
び
本
書
の
奥
苦
に
そ
の
名
猛
留
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
多
く
は
傳
罵
本
に

』
（
一
）

存
す
る
奥
群
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
兼
文
と
推
定
せ
ら
れ
る
花
押
及
び
兼
員
の
署
名
並
に
兼
夏
の
花
押
あ
る
弘

安
本
（
古
本
築
影
八
）
と
、
粂
夏
の
許
為
し
て
自
ら
奥
書
を
加
へ
た
乾
元
本
（
同
九
）
・
と
は
、
共
に
吉
田
子
博
家
に
秘
賊
せ
ら
れ
て
、
こ

△

れ
が
現
存
卜
部
家
本
の
最
古
の
も
の
と
思
は
れ
る
。

〆

か
く
て
中
世
前
期
よ
り
中
期
へ
か
け
て
の
雨
流
の
人
為
の
研
究
の
跡
を
一
瞥
す
れ
ば
、
先
づ
平
野
流
に
於
て
は
、
兼
頓
以
来
累
代
本
書

毎
■

の
移
鯲
校
合
に
力
を
注
ぎ
、
特
に
緯
Ｈ
本
紀
の
著
渚
兼
方
は
清
陳
家
本
と
校
合
し
た
事
が
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
や
又
兼
員
は
康
氷
年
間

９
戸
に
自
家
累
代
の
奥
書
あ
る
本
を
以
て
別
に
一
本
を
書
蔦
し
て
ゐ
る
。
（
以
上
古
本
集
影
一
九
内
閣
文
庫
本
の
條
）
叉
吉
州
流
に
於
て
も
、
既

に
元
久
三
年
兼
直
は
中
原
帥
員
本
を
以
て
本
普
を
書
為
し
た
が
、
（
Ｍ
一
三
伊
勢
本
の
條
）
乾
元
本
は
そ
の
曾
孫
兼
夏
が
勺
緊
家
之
秘
本
」

１
１

１

１

１

ｐ
ｐ
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
■
Ｂ
ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
凧
‐
ロ
ー
ロ
ー
■
ロ
ロ
ロ
■
■
■
。
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l
テ

ｌ
り
す
、
１
■

一

・
を
以
て
杏
鰯
し
た
由
奥
書
に
見
え
て
、
同
家
に
は
既
に
秘
本
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
や
吉
刑
流
の
人
だ
も
決
し
て
本
書
の
研
究
を
忽
に
し

。
－
な
か
っ
た
事
が
窺
は
れ
る
。

：
次
に
後
期
に
入
っ
て
ば
、
平
野
流
の
人
共
は
本
書
の
奥
詩
よ
り
そ
の
名
を
潜
め
、
之
に
代
っ
て
吉
田
流
の
兼
夏
の
子
粂
鯉
以
下
兼
撫
。
鍍

王
『

敦
等
が
扣
つ
い
で
そ
の
名
を
本
書
の
奥
普
に
冊
め
て
ゐ
る
。
然
る
に
こ
れ
ら
後
期
の
吉
田
流
の
．
人
為
の
奥
書
は
、
多
く
本
諜
の
秘
娩
を
自

ら
〆

家
の
子
戎
は
篤
學
の
入
に
授
け
た
事
を
記
し
て
、
前
期
に
於
け
る
平
野
流
の
人
《
だ
の
移
郷
校
合
の
事
を
記
し
た
も
の
と
は
そ
の
趣
を
異
に

し
、
本
併
の
研
究
よ
り
も
寧
ろ
弘
通
に
關
す
る
事
を
記
し
て
ゐ
る
。
故
に
卜
部
家
の
本
評
に
開
す
る
研
究
は
、
中
枇
中
期
頃
を
以
て
一
應

ゞ
完
了
し
た
か
の
槻
が
あ
る
。
こ
上
に
於
て
私
は
ト
部
家
本
の
弘
通
に
關
し
て
述
べ
る
に
先
立
っ
て
、
卜
部
家
本
の
特
徴
と
す
る
祁
代
巻
一

書
大
字
一
半
下
げ
式
の
發
逹
と
、
後
期
の
奥
書
に
よ
く
現
れ
る
所
謂
卜
部
家
累
家
本
．
又
は
卜
氏
秘
本
と
い
ふ
も
の
ｋ
性
質
に
就
て
一
考

凸
己

↓
・
す
る
事
と
す
る
。

、
（
一
一
）

・
先
づ
榊
代
巻
一
書
大
手
一
・
字
下
げ
式
に
就
て
は
、
そ
の
起
源
を
自
家
榊
道
の
鼻
州
兼
延
に
託
す
る
吉
田
家
の
説
は
卿
ら
く
樵
き
、
現
存

、

す
る
卜
部
家
本
系
統
の
最
古
の
旛
本
弘
安
本
及
び
乾
元
本
は
既
に
こ
の
形
式
で
、
共
に
肺
代
緤
上
下
の
み
存
す
る
。
而
し
て
こ
れ
と
併
せ
・

老
ふ
ぺ
き
は
前
節
に
於
て
述
べ
た
白
川
家
本
系
統
の
一
書
細
字
別
行
式
で
、
こ
れ
も
紳
代
巻
上
下
の
み
存
す
る
・
と
の
三
本
は
普
篤
の
年
‐

代
よ
り
云
へ
ぱ
弘
安
本
最
も
古
ぐ
、
乾
元
木
之
に
次
ぎ
て
約
十
五
年
後
れ
、
白
川
家
木
は
事
元
川
年
の
書
鰯
で
更
に
三
年
後
れ
て
ゐ
る
が
、

一
。
■

●
〆

・
そ
の
原
本
に
は
正
安
三
年
の
奥
書
が
あ
っ
て
乾
元
本
よ
り
は
粘
古
い
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
勿
論
か
当
る
形
式
の
本
の
存
し
た
確
匿
な

↓
年
代
で
ぬ
こ
の
時
か
上
る
形
式
の
本
が
發
生
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
發
生
は
こ
れ
ら
の
年
代
お
り
遡
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
而
し
て
そ

の
形
式
に
於
て
は
、
白
川
家
本
の
一
・
害
細
字
別
行
式
は
、
古
本
の
一
番
細
註
式
よ
り
卜
部
家
本
の
一
書
大
字
一
半
下
げ
式
に
至
る
中
間
に

日
本
番
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
關
す
る
一
考
祭
一
・
九

｜
ノ 1

！

４
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・
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か
ら
、
こ
の
見
解
は
容
易
に
取
り
難
い
と
思
は
れ
る
。
（
二
）
の
見
解
は
、
そ
の
全
く
別
系
統
の
本
で
あ
る
が
た
め
に
、
却
っ
て
可
能
性
が

多
い
や
う
に
も
恩
は
れ
る
が
、
更
に
撚
っ
て
白
川
・
卜
部
剛
家
に
於
て
、
何
故
に
か
く
本
諜
の
原
形
を
改
め
て
而
も
多
少
異
な
る
形
式
の

本
が
、
略
時
代
を
同
じ
く
し
て
發
生
し
た
か
を
老
へ
る
に
、
こ
の
両
家
は
共
に
祁
道
家
で
、
又
こ
れ
ら
の
本
は
本
書
全
三
十
巻
中
に
含
ま

ｄ
ク

れ
る
巻
一
・
二
で
は
な
く
、
｜
初
よ
り
こ
の
二
巻
の
み
を
抽
出
し
て
書
窟
し
た
本
で
、
こ
れ
は
宮
地
博
士
も
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
祁
這
家
に

二
山

於
て
は
、
本
書
榊
代
巻
土
下
を
瀞
這
の
経
典
と
し
て
重
頑
し
た
Ｌ
め
で
あ
っ
た
。
而
し
て
卜
部
家
本
は
元
よ
り
、
白
川
家
本
に
於
て
も
朱

墨
を
以
て
訓
鮎
を
附
し
、
文
字
の
意
義
反
切
を
註
す
る
等
、
本
書
を
常
に
座
右
に
置
い
て
利
用
研
究
し
た
跡
が
窺
は
れ
る
。
然
る
に
本
書

一

古
本
の
形
式
は
、
上
述
の
如
く
一
書
は
悉
く
本
書
の
下
に
分
註
に
し
、
そ
の
註
が
絡
れ
ぱ
そ
の
下
に
直
に
本
文
左
大
字
を
以
て
記
し
、
始

●
ご

経
利
用
す
る
に
は
極
め
て
不
便
な
る
の
み
な
ら
ず
、
特
に
耐
代
巻
に
於
て
は
全
巻
の
過
半
を
門
め
る
一
書
を
細
註
に
す
れ
ば
、
行
間
が
甚

だ
迫
っ
て
心
訓
鮎
を
附
す
る
の
み
な
ら
ば
兎
に
角
、
種
食
の
諜
人
を
な
す
事
は
困
難
で
あ
る
。
か
比
る
理
由
に
依
っ
て
、
紳
代
巻
の
み
を

他
悲
よ
り
分
離
し
て
害
篇
す
る
風
召
と
共
に
、
原
の
形
を
も
多
心
改
め
て
記
す
事
も
行
は
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
へ
る
。
か
く
老

へ
る
時
は
、
確
か
な
る
根
擦
な
く
し
て
（
こ
（
二
）
の
見
解
を
と
る
よ
り
も
、
白
川
。
卜
部
雨
家
に
於
て
、
各
研
究
利
用
に
便
な
や
う
に

書
き
始
め
た
も
の
と
し
て
、
（
三
）
の
見
解
に
從
ふ
の
が
最
も
安
當
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る
。
か
く
て
吉
用
家
の
説
は
、
同
家
神
道
の
大

成
者
兼
倶
等
の
作
爲
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
、
特
に
そ
の
中
「
此
一
書
ノ
説
〈
天
上
地
下
海
中
ノ
三
境
ノ
耐
ノ
記
錐
也
。
己
一
一
勝
劣
存
ベ

ェ
凸

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察
．
二
○

位
す
る
も
の
晶
如
く
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
に
就
て
は
、
（
ご
古
本
の
形
式
よ
り
白
川
家
本
の
形
式
を
經
て
卜
部
家
本
の
形
式
と
な
っ
た
と

す
る
見
解
、
（
一
ご
何
れ
か
一
方
は
他
の
刺
戟
を
受
け
て
起
っ
た
と
す
る
見
解
、
（
三
）
全
く
無
關
係
に
發
逹
し
た
と
す
る
見
解
、
の
三
つ
！

の
見
解
が
あ
り
得
る
と
恩
は
れ
る
が
、
（
一
）
は
一
見
茜
だ
自
然
の
如
く
で
あ
る
が
、
雨
者
は
訓
鞁
等
も
異
な
る
全
く
別
系
統
の
本
で
あ
る

一

ｐ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
皇
‐
可
．
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０
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ト
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Ｉ
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つ

と
恩
は
れ
る
。

●
毎
日

今

次
に
所
謂
卜
部
家
累
家
本
の
枇
衝
に
就
て
は
、
卜
部
家
に
は
平
野
・
吉
川
の
雨
流
が
あ
り
い
平
野
流
の
人
凌
は
中
世
前
期
に
於
て
研
究
／

に
閥
す
る
奥
書
を
多
く
本
書
に
鍵
し
、
吉
田
流
の
人
〆
は
同
後
期
に
於
て
そ
の
弘
通
に
開
す
る
奥
普
を
多
く
本
書
に
留
め
て
ゐ
る
事
を
上
〆
斗
苧
述
一

に
述
べ
た
が
、
然
ら
ば
そ
の
平
野
流
の
人
だ
の
研
究
し
た
本
書
と
、
吉
川
流
の
人
だ
の
弘
通
し
た
本
吉
と
は
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
カ
ヵ
・

●

・
問
題
と
な
る
。
然
る
に
平
野
流
の
果
代
研
究
の
結
果
は
、
こ
の
中
期
頃
よ
り
次
第
に
吉
田
流
に
も
仲
は
っ
た
如
く
、
弘
安
木
も
初
は
平
野

家
に
あ
っ
た
如
く
で
、
兼
文
の
花
押
及
び
粂
員
の
署
名
あ
る
奥
菩
が
あ
る
が
、
そ
の
次
に
は
兼
夏
の
花
押
あ
る
奥
書
が
あ
り
、
以
後
は
皆

吉
田
家
の
人
だ
の
花
押
又
は
署
名
あ
る
奥
書
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
は
兼
員
、
粂
夏
の
頃
平
野
流
よ
り
吉
田
流
に
仰
は
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。
又
三
條
西
密
隆
が
諜
罵
し
た
本
は
康
永
本
兼
員
の
奥
書
が
あ
っ
て
乾
元
木
の
祁
代
巻
に
依
り
、
（
以
上
古
木
築
彩
一
九
内
閣

文
脈
本
の
條
）
吉
田
家
に
あ
っ
た
「
累
代
之
秘
本
」
を
以
て
普
罵
し
た
由
天
文
本
巻
三
十
卜
部
兼
右
の
奥
書
（
同
四
二
桃
木
本
の
條
）
に

Ｊ
〃
ウ

見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
衝
時
康
水
本
も
（
そ
の
原
本
で
な
く
内
容
が
）
既
に
吉
川
家
に
傳
は
っ
て
ゐ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
か
く
て
こ
の
姪
隆
一

が
書
為
し
た
岱
時
の
卜
部
家
累
代
の
秘
本
は
、
中
世
前
期
に
於
け
る
同
家
研
究
の
結
果
に
、
更
に
同
期
に
於
け
る
平
野
流
累
代
努
力
の
成

果
を
も
取
入
れ
て
、
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
事
が
窺
は
れ
る
。
か
上
る
集
大
成
が
何
時
頃
行
は
れ
た
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
か

の
弘
安
木
に
存
す
る
荻
員
。
粂
呉
雨
人
の
奥
書
は
共
に
中
世
中
期
の
も
の
で
、
叉
康
・
氷
木
も
同
期
の
為
本
で
、
更
に
平
野
流
の
人
糞
の
研

“
〆

日
本
書
紀
の
博
來
と
諾
本
に
脇
す
る
一
考
察
・
二
一
．

、

一

●

カ
ラ
ズ
Ｊ
」
と
い
ふ
が
如
芦
は
秘
同
人
等
の
乗
弧
附
會
で
あ
る
と
諸
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
同
家
に
は
祁
代
巻
の
一
書
大
字
一
宇
下
げ
式
は
、

卜
部
家
に
於
て
發
逹
し
た
と
の
傳
説
が
古
く
か
ら
あ
っ
て
、
そ
れ
を
同
家
榊
道
の
鼻
岨
の
所
鰯
と
云
ひ
微
し
た
も
の
で
、
と
の
形
式
が
中

世
前
川
（
そ
れ
よ
り
遡
る
事
は
困
難
と
忠
は
れ
る
）
に
於
て
、
卜
部
家
の
人
の
手
に
よ
っ
て
發
生
し
た
と
み
る
事
は
（
恐
ら
く
談
で
な
い
、

〃

■
月
琶
暉
‐
ｑ
Ⅱ
凸
訓
専
酬町

●

殉
■
Ⅶ
、
紐
，

■
■
日
四
日
■
０
１
０
卜
ｉ
１
１
‐

Ｍ
Ｉ
Ｉ
ｇ
１
Ⅱ
！
‐
Ｉ
、
‐
１
‘
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＝

仁 6

、

ｎ
本
誉
犯
の
傅
來
と
諸
本
に
閲
す
る
一
考
察
、
．
三
一

、光
も
兼
員
を
以
て
一
雌
経
っ
た
如
く
で
あ
る
鮴
よ
り
推
し
て
、
同
中
期
か
或
は
後
期
初
頭
に
行
は
れ
た
も
の
で
な
い
か
と
臆
測
せ
ら
れ
、
一
・

争
一

朧
兼
良
が
帯
猫
或
は
校
合
に
用
ゐ
た
卜
氏
秘
本
も
、
こ
の
性
問
を
具
へ
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
老
へ
ら
れ
る
。
か
上
る
意
味
に
於
け
る

（
そ
の
後
の
研
究
は
勿
論
別
と
し
て
）
卜
部
家
本
が
中
世
前
期
よ
り
あ
っ
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
卜
部
家
本
の
特
徴
と
す
る
榊
代
、

回
凸
凹
■

巻
一
書
大
手
一
宇
下
げ
式
の
弘
安
木
は
初
平
野
流
に
、
乾
元
木
は
吉
田
流
に
存
し
た
如
く
、
こ
の
形
式
は
何
れ
か
一
方
に
於
て
發
逹
し
て

他
方
へ
仰
は
っ
た
も
の
で
、
雨
流
の
交
渉
は
早
く
よ
り
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
老
へ
ら
れ
、
叉
と
の
系
統
に
属
す
る
木
は
、
〃
平
野
・
吉

円
何
れ
の
椛
の
木
か
ら
州
た
か
は
容
易
に
明
ら
か
に
し
難
い
の
で
、
今
平
野
。
吉
田
雨
流
の
研
究
の
綜
合
せ
ら
れ
た
卜
部
家
本
が
中
世
前
〃
↑

期
に
晩
に
存
し
た
も
の
と
假
定
し
、
叉
卜
部
家
本
の
系
統
に
属
す
る
本
健
す
べ
て
そ
の
本
源
を
こ
の
木
に
發
す
る
も
の
と
し
て
、
第
二

、
“

帥
の
表
に
は
示
し
た
。

『
一

柊
に
こ
の
卜
部
家
本
の
系
統
に
脳
す
る
木
の
弘
通
の
壯
態
症
み
る
に
、
既
に
中
世
前
期
に
於
て
鎌
倉
本
榊
代
巻
上
下
が
あ
り
、
椴
埜
春
『

（
一
二
）
●

の
筆
で
、
丹
鶴
水
の
灌
粁
劒
阿
の
奥
垂
Ｈ
を
有
し
、
拝
吋
時
に
於
け
る
佛
者
の
祁
道
研
究
の
態
度
が
窺
は
れ
る
と
共
に
、
こ
の
系
統
（
祁
代
巻
一

一
書
大
字
一
宇
下
げ
式
）
“
の
木
が
術
時
既
に
世
に
行
は
れ
た
事
溌
物
語
る
が
如
く
、
つ
い
で
中
期
に
入
っ
て
北
畠
親
房
の
奥
脊
あ
る
脚
代

〆

巻
下
が
あ
り
、
こ
れ
も
初
よ
り
紳
代
巻
の
み
の
堀
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。
又
熱
田
木
は
佛
者
の
手
に
、
一
章
尚
木
は
紳
道
家
の

幸

手
に
よ
つ
工
蒋
嬬
仕
一
ら
れ
、
現
存
は
し
な
妙
が
肪
伽
本
・
典
光
寺
本
は
共
に
佛
者
の
手
に
な
っ
て
こ
の
期
の
も
の
と
思
は
れ
る
・
・
後
期
に

入
っ
て
は
一
た
枚
翠
に
暹
は
な
い
が
．
淵
初
よ
り
祁
代
巻
の
み
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
初
頭
に
あ
ら
は
れ
た
伊
勢
木
は
亦
佛
者
の
手
に
な
・

っ
て
、
三
十
巻
完
備
し
て
ゐ
た
事
が
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
（
古
木
集
影
一
三
）
匠
隆
木
は
卜
部
家
秘
本
の
面
目
を
傳
へ
て
近
世
に
至
、

り
、
流
布
板
の
原
本
と
な
っ
た
が
現
存
せ
す
、
内
閣
文
庫
本
に
よ
っ
て
そ
の
面
影
を
窺
ひ
得
る
に
止
ま
り
、
ト
部
家
累
家
本
は
一
鹿
紛
失

伊
・

一
■

‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
喝
「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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巴

~

ア

し
て
も
、
］
卜
部
兼
右
の
努
力
の
結
果
や
笈
隆
本
並
に
一
條
家
水
に
よ
っ
て
略
そ
の
面
目
を
復
し
、
天
文
本
と
し
て
今
尚
吉
田
や
将
家
の
秘

床
に
職
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
又
近
世
に
入
っ
て
は
、
尤
稚
旧
年
徳
川
光
圀
が
卜
部
家
本
に
よ
っ
て
本
書
三
十
巻
を
害
粥
し
、
群

、
・

書
を
参
考
し
て
上
騰
に
評
耐
を
加
へ
、
そ
の
巾
奥
吉
し
て
、
昌
牢
坂
大
成
雌
文
碓
に
納
め
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。

次
に
仰
授
に
就
て
は
、
之
を
同
家
の
手
に
仰
ふ
る
も
の
は
弘
安
木
・
乾
兀
木
等
の
奥
諜
に
見
え
、
，
之
を
他
人
に
仲
ふ
る
例
と
し
て
は
、

慶
挺
巳
亥
卜
‐
郡
（
白
田
』
兼
兄
の
奥
書
あ
る
玄
以
木
、
（
古
木
雛
形
三
二
）
慶
長
己
酉
川
人
の
奥
書
あ
る
淀
安
本
（
同
三
川
）
等
が
あ
る
。

■
、

尚
と
Ｌ
に
一
言
附
記
す
ぺ
き
は
一
條
家
歴
代
の
本
書
研
究
と
卜
部
家
の
關
係
で
あ
る
．
兼
良
の
奥
書
あ
る
岩
崎
木
は
、
早
く
よ
り
同
家

に
蔵
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
、
（
吉
澤
氏
の
説
）
又
帆
家
に
は
中
世
前
期
に
於
て
蹄
ど
他
に
存
し
な
か
っ
た
古
事
記
中
老
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
既
に
第
三
節
に
述
令
へ
た
如
く
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蛸
同
家
の
好
學
の
風
が
窺
は
れ
る
が
、
更
に
置
維
及
び
そ
の
子
家
經
が
卜
部
兼

（
四
）

方
の
教
を
受
け
た
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
。
然
る
に
中
世
後
期
に
入
っ
て
家
經
の
後
商
に
あ
た
る
經
嗣
は
、
應
永
四
年
卜
部
（
吉
川
）
兼

撫
よ
り
本
書
一
・
部
三
十
巻
に
開
す
る
刷
家
の
秘
説
を
授
け
ら
れ
、
同
二
十
五
年
そ
の
説
を
子
兼
良
に
傳
へ
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
條
家
木
に

は
・
そ
の
旨
を
記
し
た
應
永
叫
年
兼
撫
・
刑
二
十
五
年
兼
良
の
塊
普
が
あ
っ
て
、
（
古
木
錐
影
四
一
中
臣
木
の
條
）
常
時
博
授
を
如
何
に
亜

ん
じ
た
か
噌
窺
は
れ
る
。
然
る
に
常
時
の
一
條
家
木
の
現
存
す
る
も
の
は
代
に
二
諾
で
、
兼
卿
等
の
奥
書
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の

木
が
岱
時
全
三
十
巻
存
し
た
か
否
か
は
疑
問
で
、
天
文
本
（
古
本
架
影
山
一
中
腿
本
の
條
）
に
残
る
一
條
家
本
の
奥
沓
に
よ
っ
て
鏡
へ
ば
、

兼
良
が
自
ら
或
は
人
に
託
し
て
卜
部
家
本
を
普
罵
し
た
怨
と
、
兼
良
が
同
家
木
を
以
て
校
合
し
た
巻
と
が
あ
っ
て
、
前
者
は
後
者
の
峡
本

を
袖
は
ん
が
た
め
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
、
こ
の
鮎
に
開
し
て
は
私
は
吉
澤
氏
の
説
に
は
容
易
に
從
ひ
難
い
。
而
し

て
鋪
二
節
の
表
に
兼
良
木
と
し
た
の
は
即
ち
乗
良
當
時
の
害
篤
本
で
あ
る
。
鍍
良
は
か
く
の
如
く
纂
疏
の
名
著
を
残
し
た
の
み
な
ら
ず
、
‐

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
閥
す
る
一
考
察
二
三
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惜
し
み
て
も
術
餘
り
あ
る
事
で
あ
る
。

さ
て
中
世
、
特
に
そ
の
後
期
に
於
て
は
、
何
故
に
他
の
系
統
の
本
は
殆
ど
影
を
潜
め
、
卜
部
家
本
の
系
統
の
み
世
に
弘
通
す
る
に
至
っ

た
か
に
就
て
は
、
極
左
の
原
因
も
存
す
る
事
と
恩
は
れ
る
か
ら
、
一
概
に
は
云
へ
な
い
が
、
卜
部
家
本
は
、
中
世
前
期
に
於
て
平
野
・
吉

円
雨
流
の
人
交
が
努
力
研
究
し
た
結
果
を
、
更
に
綜
合
し
て
出
來
上
っ
た
木
で
、
研
究
者
に
は
勿
論
、
恥
に
通
讃
す
る
に
も
雀
だ
便
で
あ

っ
た
事
は
、
そ
の
一
因
を
な
す
も
の
と
恩
は
れ
る
と
共
に
、
中
世
後
期
に
於
け
る
祁
道
家
と
し
て
の
吉
田
家
の
地
位
も
大
な
る
一
因
を
な

し
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
、
〃

一

註
（
ご
寓
地
治
邦
氏
．
二
面
田
祁
逝
の
發
錐
史
上
に
於
け
る
一
考
察
」
（
史
學
雑
誌
五
四
の
一
○
）
所
引
西
田
學
士
の
識
に
よ
る
。
、

．
（
二
）
日
本
紀
祁
代
抄
（
清
原
丘
緊
著
）
等
に
見
え
て
ゐ
る
。
引
川
は
何
番
に
よ
っ
た
。
。

《
。
（
一
己
刺
阿
は
鎌
倉
稲
名
寺
二
世
で
あ
る
が
、
同
寺
の
僻
侶
が
特
に
古
典
を
研
究
し
た
躯
は
、
中
世
初
期
よ
り
中
期
頃
芭
思
は
れ
る
古
語
拾
通
の
鰯
本

が
三
薊
も
同
寺
に
あ
っ
た
郡
（
莱
一
柿
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

（
四
）
羅
日
本
紀
巻
五
巻
末
附
記
一
・
、

ノ

近
世
に
入
っ
て
は
、
慶
長
四
年
神
代
巻
が
勅
板
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
．
こ
れ
が
本
書
刊
行
の
哨
矢
で
、
卜
部
家
本
の
系
統
に
楓
す
る

少

木
に
よ
り
、
満
原
國
賢
の
賊
が
あ
る
。
つ
い
で
慶
促
十
五
年
洛
内
野
子
三
白
が
本
書
全
三
十
巻
を
活
字
版
に
て
上
梓
し
、
三
雅
凹
匿
味
木

脚
本
霧
紀
の
傳
來
と
詣
本
に
開
す
る
一
考
察
、
二
四

吋

卜
部
家
の
秘
木
逓
井
為
し
、
或
は
之
と
校
合
し
て
、
．
而
も
「
有
不
安
者
以
悲
木
從
之
」
或
は
雪
不
善
者
不
從
之
」
な
ど
記
し
て
、
あ
く
迄

研
光
的
態
鹿
を
矢
は
な
か
っ
た
事
は
誠
に
敬
服
の
外
な
く
、
そ
の
自
筆
木
及
び
背
入
木
が
、
惟
に
二
巻
を
名
残
と
し
て
散
伏
し
た
事
は
、

六
近
世
及
び
現
代
版
本
の
概
署

､

I|1由
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】

Ｐ
戸
申

を
原
と
し
た
。
と
Ｌ
に
於
て
本
書
流
布
の
主
流
は
篤
木
よ
り
板
本
に
移
っ
た
溌
尚
卜
部
家
本
が
そ
の
地
位
を
占
め
た
。
こ
の
雨
板
は
訓
・
・

難
は
附
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
↑
寛
永
頃
慶
長
活
字
版
を
殺
刻
し
て
繋
版
と
し
、
始
め
て
訓
鮎
が
附
せ
ら
れ
、
赫
代
巻
の
み
は
、
今
少
し
遡

っ
て
訓
黙
を
附
し
た
覆
刻
轄
版
が
出
た
や
う
で
あ
る
。
（
古
木
集
影
四
四
慶
長
勅
版
乃
至
四
七
慶
長
活
字
版
覆
刻
鑿
版
）
つ
い
で
蒐
文
九

年
版
（
古
本
集
影
五
○
）
が
出
て
最
も
度
く
世
に
行
は
れ
、
文
政
頃
に
は
再
刻
本
（
同
六
○
）
も
出
た
。
こ
の
外
諸
種
の
板
木
叉
は
校
正

、
◇

木
等
も
出
た
が
、
何
れ
も
卜
部
家
本
の
系
統
を
脱
し
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
．
一

つ
い
で
明
治
に
入
っ
て
は
、
國
史
大
系
に
は
蹴
文
版
を
底
木
と
し
て
收
め
ら
れ
、
大
正
四
年
そ
の
六
鬮
史
の
み
を
再
刊
し
た
時
も
穫
本
．
．

■

に
蝶
り
、
皇
學
叢
聿
勗
收
木
、
古
此
筌
集
所
收
木
、
朝
日
新
剛
祗
版
六
閏
史
等
、
何
れ
も
蒐
文
版
木
を
涯
禾
と
す
る
如
く
、
唯
校
訂
に
あ
ゞ

・
錘

た
っ
て
は
次
第
に
庭
く
諸
木
塞
参
照
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
が
、
尚
流
布
の
主
流
を
な
す
刊
木
は
、
卜
部
家
本
の
系
統
に
属
す
る
寛
文
板
木

§

よ
り
脱
す
る
に
至
ら
な
い
。

ロ
吟

七
結
語
、

以
上
に
於
て
私
は
日
本
書
紀
傳
來
の
跡
を
尋
ね
、
中
世
、
特
に
そ
の
後
期
以
降
に
於
て
は
、
卜
部
家
本
が
そ
の
主
流
逓
な
し
で
今
日
に

及
ん
で
ゐ
る
事
を
見
て
來
た
が
、
今
そ
の
卜
部
家
本
の
価
値
に
就
て
卿
か
考
察
註
試
み
て
本
稿
の
結
び
と
す
る
。

先
づ
卜
部
家
本
は
既
に
第
五
節
に
於
て
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
祁
代
巻
に
於
て
原
書
の
形
式
を
改
め
て
、
．
一
害
の
文
を
本
文
と
同
大
の

字
で
記
し
、
本
書
よ
り
一
宇
下
げ
に
し
て
之
を
庇
別
し
て
ゐ
る
。
ゞ
か
く
原
本
の
形
式
を
改
め
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
歪
曲
す
る
慎

が
あ
れ
ば
諺
そ
れ
は
假
令
利
用
に
は
便
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
古
典
と
し
て
の
価
値
は
減
ず
る
事
と
な
る
。
然
る
に
近
世
は
兎
に
角
、
こ
の
、

日
本
書
紀
の
傳
來
と
諸
本
に
開
す
る
一
考
察
二
五
・

、

凸
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ﾛ

、
皇

~

’
日
本
書
紀
の
傳
來
と
賭
本
に
閲
ず
ろ
一
考
察
。
二
六

形
式
が
原
形
で
な
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
日
に
至
っ
て
も
、
本
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
形
式
を
探
る
も
の
Ｌ
多
い
の
は
、
と
の

形
式
遼
採
る
事
に
よ
っ
て
殆
ど
そ
の
内
容
を
歪
曲
す
る
幌
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
る
。
・

ヂ
②

次
に
そ
の
本
文
に
つ
い
て
み
る
に
、
之
を
異
系
統
に
属
す
る
古
罵
本
、
或
は
白
川
家
本
と
比
較
し
て
も
、
蒋
爲
の
間
に
於
け
る
談
と
思

は
れ
る
も
の
は
少
く
な
い
が
、
故
意
に
歪
曲
し
た
と
思
は
れ
る
も
の
は
見
當
ら
な
い
や
う
で
あ
る
。

更
に
訓
鮎
に
就
て
み
る
に
、
奥
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
中
世
前
期
に
存
し
た
主
要
な
る
本
と
校
合
し
、
異
説
を
も
採
り
容
れ

て
茜
だ
豊
宮
で
あ
る
が
、
・
主
と
し
垂
と
の
移
鮎
校
合
に
従
っ
た
中
世
前
期
の
平
野
流
の
人
為
の
本
書
に
對
す
る
態
度
を
、
亦
本
書
の
校
合

に
慨
つ
た
粂
方
の
輝
日
本
紀
を
通
じ
て
我
ふ
に
、
兼
方
の
漂
日
本
紀
替
述
の
態
度
は
、
か
の
他
卜
に
開
す
る
説
の
如
き
、
多
少
（
何
人
に

も
あ
り
勝
の
）
自
家
主
張
に
過
ぎ
る
職
は
な
か
っ
た
と
は
云
へ
な
い
が
、
先
づ
大
鰡
に
於
て
は
、
椰
引
秀
證
‘
力
遂
唯
本
書
の
究
明
に
致

し
て
ゐ
る
と
私
は
老
へ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
兼
方
丘
中
心
と
す
る
平
野
流
の
人
交
の
本
書
の
移
鞁
校
合
に
對
す
る
態
匪
と
み
て
差
支
な
い

餌

と
私
は
老
へ
る
。
ｆ
・
『
／

か
く
て
、
卜
郡
家
木
は
、
そ
の
形
式
に
於
て
原
の
形
を
改
め
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
殆
ど
そ
の
価
値
を
減
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
却
っ

て
跳
讃
研
究
に
便
と
な
り
０
叉
他
本
と
校
合
し
て
職
く
異
説
を
も
取
り
入
れ
た
善
本
と
い
ふ
べ
き
で
、
か
Ａ
る
善
本
を
完
成
し
た
上
、
今

日
に
至
る
迄
よ
く
保
存
傳
來
し
た
卜
部
家
累
代
の
功
紙
は
、
誠
に
偉
大
で
又
不
滅
で
あ
る
と
私
は
老
へ
る
。
（
経
）
〃
］

も
、

渓

、
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